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本
際
の
思、
|
|
『
太
玄
真
一
本
際
経
』
と
そ
の
周
辺
|
|
序
道
教
経
典
に
見
え
る
究
極
を
示
す
概
念
に
は
、
自
然
・
真
一
・
太
一
・
無
上
・
太
極
・
な
ど
多
種
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
想
史
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
陪
・
唐
期
に
姿
を
見
せ
、
な
お
か
つ
相
当
程
度
用
い
ら
れ
た
も
の
に
、
本
際
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
如
く
、
も
と
も
と
漢
訳
仏
典
に
訳
語
と
し
て
使
周
回
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
思
想
概
念
と
し
て
道
教
思
想
に
取
山
り
込
ま
れ
た
訳
で
あ
る
。
想
先
行
す
る
道
教
思
想
を
自
己
の
立
場
か
ら
整
理
し
た
初
唐
町
三
迫
岬
教
義
枢
』
を
締
〈
と
、
そ
こ
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
『
義
桓
』
に
思
想
リ
的
基
盤
を
提
供
し
た
道
典
的
一
っ
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、
こ
の
本
際
相
の
語
を
経
題
と
す
る
『
太
玄
真
一
本
際
経
』
が
あ
る
。
則
天
武
后
期
の
僧
・
玄
出
曜
の
『
瓢
正
論
』
に
依
れ
ば
、
『
本
際
経
』
は
階
の
道
士
・
5
 
3
劉
進
喜
が
五
巻
本
を
作
り
、
李
仲
卿
が
そ
れ
を
十
巻
に
増
補
し
た
と 想
山
田
イ変
《
1
》
さ
れ
る
。
ま
た
初
唐
の
僧
法
琳
の
『
縛
正
論
』
に
於
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
多
く
が
『
湿
繋
経
』
『
般
若
経
』
『
法
華
経
』
『
維
摩
経
』
の
内
容
を
改
換
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
附
・
唐
の
際
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
本
経
は
、
道
仏
二
教
か
ら
す
る
正
反
両
国
の
関
心
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
4
、
仏
教
思
想
と
の
密
接
な
交
流
向
上
に
形
成
さ
れ
た
豊
富
な
思
想
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
思
想
的
中
核
を
な
す
も
の
が
本
際
の
思
想
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
経
に
は
極
地
と
し
て
の
浄
土
と
い
う
思
想
、
そ
れ
に
到
る
た
め
の
種
々
の
修
道
の
階
梯
、
兼
忘
や
重
玄
と
言
っ
た
概
念
な
ど
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
際
の
境
地
を
言
い
換
え
た
り
、
本
際
の
境
地
に
到
る
た
め
の
手
段
を
、
か
く
表
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
本
経
は
、
北
朝
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
『
昇
玄
経
』
的
思
想
と
、
南
朝
に
行
わ
れ
た
霊
宝
経
典
『
定
志
経
』
の
思
想
を
受
継
い
で
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
昇
玄
経
』
は
、
真
一
円
思
想
に
6
関
し
て
、
先
行
す
る
道
教
諸
思
想
を
批
判
整
理
し
、
大
乗
と
し
て
の
q
u
 
自
己
的
立
場
を
明
確
に
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
昇
玄
経
』
の
立
場
と
、
後
述
す
る
両
半
思
想
を
説
く
『
定
志
経
』
町
立
場
を
踏
ま
え
る
『
本
際
経
』
は
、
先
行
す
る
道
教
諸
思
想
を
統
合
整
理
し
、
後
代
へ
の
展
開
を
準
備
す
る
岐
点
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
本
経
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
教
が
仏
教
か
ら
種
々
の
概
念
と
共
に
本
際
思
想
を
導
入
し
、
自
己
の
思
想
と
し
て
定
着
さ
せ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
っ
た
過
程
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
一
口
一
、
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
と
そ
の
背
景
付
『
本
際
経
』
巻
四
・
道
性
品
に
見
え
る
本
際
思
想
巻
四
・
道
性
ロ
聞
の
論
述
は
、
太
上
道
君
と
弟
子
と
の
問
答
形
式
で
進
行
す
る
。
そ
の
中
心
内
容
は
、
諸
法
は
本
来
、
空
で
あ
り
無
自
性
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
何
故
あ
た
か
も
個
別
相
を
持
つ
が
如
く
様
々
に
現
象
化
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
、
両
半
と
い
う
概
念
を
軸
に
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
真
一
と
い
う
概
念
を
説
明
す
る
の
に
も
か
な
り
の
字
句
が
賀
さ
れ
て
お
り
、
本
経
町
中
心
と
な
る
巻
で
あ
る
と
言
え
る
。
き
て
、
そ
の
一
節
に
は
次
の
様
に
あ
る
。
来
賢
世
界
太
上
道
君
、
放
心
光
明
、
如
前
聖
法
、
必
欲
開
演
真
一
本
際
、
示
生
死
滅
、
設
究
党
来
、
開
真
迫
性
、
額
太
玄
{
示
。
(
ベ
リ
オ
二
四
六
三
、
L
m
l
L
m
)
こ
の
「
真
一
本
際
」
と
い
う
語
は
、
文
脈
か
ら
し
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
る
が
、
意
外
に
も
本
経
の
経
文
中
に
は
こ
の
例
を
含
め
て
僅
か
に
二
例
し
か
な
く
、
し
か
も
他
の
一
例
で
は
本
際
に
つ
い
て
の
説
明
は
一
切
な
さ
れ
て
い
主
い
。
だ
が
、
以
下
順
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
生
死
源
・
究
覚
果
・
真
道
性
・
太
玄
宗
な
ど
と
語
を
換
え
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
実
は
本
際
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
道
性
同
聞
は
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
概
念
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
本
際
の
思
想
を
開
示
し
て
い
る
と
言
、
え
よ
う
。
ま
ず
、
真
本
・
道
性
・
自
然
因
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
問
い
に
対
す
る
太
上
道
君
の
答
え
か
ら
見
て
み
よ
う
。
と
い
、
フ
言
道
性
者
、
即
真
寅
空
、
非
空
不
宝
、
亦
不
不
空
、
非
法
非
非
法
、
非
物
非
非
物
、
非
人
非
非
人
、
非
因
非
非
図
、
非
呆
非
非
果
、
非
始
非
非
始
、
非
終
非
非
終
、
非
本
非
末
、
而
為
一
切
諸
法
根
本
。
元
造
元
作
、
名
目
元
為
。
自
然
而
然
、
不
可
使
然
、
不
可
不
然
、
故
日
自
然
。
(
H
-
L
m
i
L
m
)
 
道
性
と
は
、
何
も
の
に
も
限
定
さ
れ
ず
、
一
切
の
個
別
相
を
持
た
ず
、
真
実
の
空
で
あ
る
こ
と
が
、
否
定
を
意
味
す
る
非
の
字
を
連
ね
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
別
相
を
持
た
ず
、
無
相
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
幻
と
し
て
現
象
し
て
い
る
諸
法
的
真
の
姿
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
点
か
ら
一
切
諸
法
が
依
っ
て
成
り
立
つ
根
本
、
真
本
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
迫
性
は
、
ま
た
、
そ
の
性
質
か
ま
た
、
ら
自
然
と
も
無
為
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
得
道
へ
と
向
う
衆
生
の
心
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
主
体
と
し
て
の
衆
生
に
即
し
て
言
え
ば
、
一
点
的
迷
い
も
無
い
清
浄
な
心
的
状
態
を
指
す
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
個
々
の
現
象
は
、
若
知
諸
法
、
本
性
清
浄
、
忘
恕
故
生
、
妄
想
故
減
、
此
生
滅
故
、
性
元
生
元
減
、
了
達
比
者
、
蹄
根
復
命
、
反
未
生
也
。
(
H
・L
m
l
L
m
)
と
い
う
よ
う
に
、
本
来
笑
体
を
持
た
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
存
在
す
る
と
誤
認
し
、
妄
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
滅
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
誤
認
を
断
ち
切
り
、
清
浄
主
真
本
を
悟
る
こ
と
が
、
根
・
命
に
復
帰
し
、
未
生
の
状
態
、
即
ち
無
執
着
の
状
態
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
組
を
、
視
点
を
換
え
両
半
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
よ
り
細
か
く
論
述
し
た
の
が
、
「
畑
焔
初
L
と
「
両
半
生
死
身
」
と
を
め
ぐ
回
る
問
答
で
あ
る
。
37 r本際」の思想(山
顕初世
現 の閉
す誤の
る認あ
こ、り
と ~U ゆ
をちる
妨初も
げー の
、念を
無 で生
量あむ
の り畑
知、 t且
見そと
をれは
もは
覆 、煩
い道倒
、性 と
生がし
死道て
を果 生
輸とじ
廻しる
すて最
言
畑
地
者
、
留
鴨
甚
深
。
我
於
往
昔
、
於
天
尊
所
、
間
如
同
地
義
。
姻
者
因
也
、
航
者
媛
也
。
世
間
之
法
、
由
競
潤
紙
、
而
得
出
生
。
是
初
一
念
、
始
生
例
想
、
怯
最
軽
薄
、
猶
宕
微
畑
、
能
部
道
果
、
売
量
知
見
、
作
生
死
本
。
(
n
・
L
m
l
L
m
)
る
こ
と
に
な
る
原
因
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
生
死
本
」
と
言
わ
れ
て
い
る
様
に
、
初
一
念
の
発
生
に
よ
っ
て
、
生
死
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
衆
生
と
い
う
存
在
は
、
こ
の
生
死
の
繰
り
返
し
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
衆
生
に
即
し
て
、
次
に
榊
と
位
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
源
不
可
測
、
故
栴
耐
脚
本
。
紳
即
心
耳
。
髄
元
所
有
、
去
本
近
故
、
性
即
於
本
、
本
於
元
本
、
故
名
榊
本
。
未
入
三
界
、
五
道
惑
放
、
悪
軽
微
故
、
性
即
宝
故
、
故
日
澄
泊
。
但
是
軽
擬
、
未
染
見
者
、
故
名
充
雑
。
位
是
煩
悩
、
即
是
生
業
、
名
為
両
半
。
即
憾
是
報
、
故
名
成
一
。
(
H
・
L
m
l
L
m
)
榊
秘
的
な
跡
は
心
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
生
じ
る
源
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
澄
清
な
る
紳
は
「
無
本
に
本
づ
く
」
と
さ
れ
、
何
も
の
に
も
依
拠
し
な
い
存
在
で
あ
る
が
故
に
脚
本
と
さ
れ
る
。
こ
の
-
紳
は
、
慢
に
受
納
さ
れ
な
い
限
り
、
三
界
・
五
道
の
悪
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
「
無
雑
」
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
髄
は
も
と
も
と
煩
悩
・
生
業
で
あ
り
、
こ
の
榊
憾
の
両
半
が
合
し
て
一
つ
と
な
る
こ
と
が
「
成
一
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
清
浄
で
あ
っ
て
個
別
柏
町
無
い
真
本
に
於
い
て
、
傾
倒
と
し
て
の
初
一
念
、
即
ち
畑
慌
が
忽
然
と
出
現
し
、
こ
こ
に
紳
と
憾
と
が
生
じ
る
。
一
脚
は
心
で
あ
り
、
よ
り
元
来
の
澄
消
に
近
い
状
態
を
保
っ
て
認
識
作
用
を
行
、
っ
。
紳
を
受
け
入
れ
る
位
は
、
成
立
の
時
点
で
既
に
見
著
に
染
38 
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
が
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
死
す
る
存
在
が
生
ま
れ
、
因
果
応
報
の
枠
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、
是
煩
悩
業
、
及
以
報
法
、
組
唯
是
一
、
随
義
為
三
、
制
削
揃
柑
長
、
分
別
五
種
。
一
者
未
入
三
界
幣
緋
之
位
、
臨
生
其
域
、
非
三
界
図
、
二
者
能
生
元
色
界
業
、
三
者
能
生
色
界
之
業
、
四
者
能
生
欲
界
之
業
、
五
者
能
生
三
悪
道
業
。
是
故
説
言
、
其
義
有
五
。
(
H
・
L
即
l
L
m
)
と
、
一
利
・
髄
が
合
す
る
こ
と
で
、
如
何
な
る
世
界
に
も
束
縛
さ
れ
て
い
な
い
状
態
か
ら
、
無
色
界
色
界
・
欲
界
・
三
悪
道
の
四
つ
の
重
層
的
世
界
へ
と
下
降
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
因
果
応
報
が
こ
の
様
に
し
て
成
立
す
る
以
上
、
こ
の
因
呆
応
報
の
枠
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
上
記
の
過
程
を
逆
に
た
ど
れ
ば
良
い
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
心
斡
調
柔
、
順
充
生
法
、
其
寅
決
了
、
正
中
之
正
、
明
解
妙
門
、
故
名
元
欲
。
結
習
己
認
、
超
翫
民
位
、
白
日
鵬
堺
、
出
到
三
消
。
玄
之
又
玄
、
亭
元
期
詩
、
反
根
復
命
、
位
入
消
虚
、
了
元
非
元
、
知
有
非
有
、
安
位
中
道
、
正
観
之
城
、
反
我
両
半
、
彪
於
自
然
。
(
H
・
L
m
l
L
m
)
と
い
う
よ
う
に
、
種
々
の
修
道
に
よ
っ
て
、
認
識
作
用
を
一
つ
ず
つ
拭
い
去
れ
ば
、
終
に
は
無
欲
へ
と
到
り
、
煩
悩
は
消
え
去
り
、
極
民
的
位
を
越
え
三
清
天
へ
と
登
り
、
永
遠
の
齢
を
獲
得
し
、
根
源
で
あ
る
根
・
命
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
脚
・
餓
と
い
う
前
半
が
合
し
て
一
と
な
り
、
三
界
・
五
道
の
惑
を
輪
廻
す
る
の
は
、
位
が
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
煩
悩
が
消
滅
し
て
い
る
以
上
、
一
脚
・
位
ふ
た
つ
な
が
ら
清
浄
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
両
者
向
聞
に
榊
と
健
と
し
て
の
区
別
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
、
初
一
念
の
も
と
、
榊
・
惚
を
相
異
な
る
両
半
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
以
前
の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
紳
・
位
未
分
の
心
の
在
り
方
は
、
一
点
の
迷
い
も
無
い
極
限
の
状
態
で
あ
る
が
、
こ
の
心
は
既
に
見
た
、
そ
れ
自
体
は
個
別
相
が
無
く
、
諸
法
的
根
源
と
な
る
無
生
無
滅
の
真
本
・
道
性
、
つ
ま
り
無
為
・
自
然
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
本
際
と
並
用
さ
れ
て
い
た
真
一
円
理
解
も
、
以
上
の
様
な
両
半
の
図
式
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
道
業
日
新
、
念
念
増
益
、
於
明
浄
服
、
組
見
法
身
、
心
心
相
得
、
不
則
自
合
、
天
曲
部
息
郎
、
克
復
憂
労
、
使
級
道
謡
、
反
道
程
恵
、
満
一
切
種
、
断
畑
地
郭
、
四
一
切
知
、
故
名
真
一
。
(
H
・
L
m
1
L
m
)
「
道
業
」
を
日
々
研
鈴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
性
の
顕
現
を
妨
げ
て
い
る
煩
焔
郭
が
消
滅
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
自
己
自
身
も
無
相
平
等
の
真
理
に
他
な
ら
ず
、
天
尊
の
法
身
を
法
身
の
ま
ま
に
感
得
で
き
る
た
め
、
現
象
態
と
し
て
の
応
身
は
不
必
要
と
な
る
。
心
の
在
り
様
が
無
差
別
で
あ
る
こ
と
は
、
心
が
そ
の
ま
ま
一
切
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
心
に
と
っ
て
知
り
得
な
い
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
認
識
作
用
を
一
つ
ず
つ
拭
い
去
る
こ
と
で
、
跡
・
位
未
分
の
状
態
へ
も
ど
る
こ
と
を
説
い
た
、
先
の
内
容
を
角
度
を
換
え
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
究
極
の
心
は
、
「
成
一
」
の
結
果
の
一
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
無
差
別
不
二
と
し
て
の
状
態
で
あ
る
が
故
に
、
真
一
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
見
た
、
無
執
着
の
心
的
在
り
様
を
指
し
示
す
、
自
然
・
無
為
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
太
玄
宗
に
つ
い
て
見
る
と
、
煩
悩
盤
慮
、
名
目
元
為
、
昇
玄
入
元
、
故
橋
太
一
。
細
元
不
入
、
大
王
不
官
、
高
勝
英
先
、
強
名
為
大
、
太
即
大
也
。
通
達
元
弘
、
故
名
為
太
0
・
調
歩
元
侶
、
元
等
等
故
、
故
橋
為
一
。
是
究
党
庭
、
放
言
太
一
。
(
H
-
L
m
i
L
m
)
 
煩
悩
が
消
滅
し
た
状
態
が
太
一
で
あ
り
、
そ
れ
は
玄
に
昇
無
に
入
る
と
さ
れ
る
。
煩
悩
が
消
え
去
れ
ば
、
初
一
念
が
発
生
す
る
以
前
の
状
態
へ
と
も
ど
る
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
り
、
太
玄
宗
も
指
示
す
る
も
の
は
真
一
と
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。
究
寛
果
主
よ
い
の
舎
か
は
、
在
継
位
向
道
性
が
、
そ
の
本
来
性
を
取
り
戻
し
た
時
、
道
果
と
回
称
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
や
は
り
道
性
の
山
顕
現
を
妨
げ
る
初
一
念
が
消
滅
し
た
状
態
を
言
う
も
の
で
あ
る
う
。
想
以
上
に
見
た
様
に
、
真
一
・
本
際
・
究
克
果
・
真
道
性
・
太
玄
宗
明
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
初
一
念
が
生
じ
る
以
前
の
純
粋
な
心
を
示
し
て
J
お
り
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
ま
さ
し
く
本
際
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
理
制
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
残
る
生
死
源
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
要
し
ょ
「
う
。
真
一
が
代
表
す
る
状
態
は
、
初
一
念
発
生
以
前
、
生
死
が
始
ま
Q
d
 
3
る
以
前
の
状
態
で
あ
り
、
即
ち
生
死
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
あ
り
、
nソ
と
こ
ろ
が
既
に
注
意
し
た
如
く
、
初
一
念
が
生
死
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
生
死
源
と
生
死
本
と
は
同
一
概
念
と
思
わ
れ
、
列
挙
さ
れ
た
五
項
の
中
で
生
死
源
の
み
、
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
る
と
、
本
際
と
い
う
概
念
に
は
、
真
一
に
代
表
さ
れ
る
、
根
源
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
場
合
と
、
そ
う
し
た
根
源
と
、
根
源
に
於
い
て
生
滅
す
る
様
々
の
現
象
と
の
す
べ
て
を
含
む
場
合
と
の
、
広
狭
二
義
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
く
考
え
る
時
、
無
限
定
と
さ
れ
る
道
性
で
は
あ
る
が
、
無
漏
の
道
来
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
在
継
位
の
道
性
が
本
際
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
広
義
に
於
け
る
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
生
死
源
と
真
道
性
と
は
、
在
継
位
に
お
け
る
根
源
を
示
し
、
究
覚
呆
と
太
玄
宗
と
は
、
初
一
念
を
減
し
尽
し
た
所
に
顕
現
す
る
根
源
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
含
む
本
際
と
は
、
究
極
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
実
の
衆
生
に
在
っ
て
は
、
そ
れ
は
常
に
迷
い
の
中
に
し
か
在
り
得
世
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
常
に
迷
い
の
中
に
あ
る
現
実
の
衆
生
を
離
れ
て
、
究
極
で
あ
る
本
際
を
問
題
に
し
て
も
無
意
味
で
あ
り
、
現
実
的
衆
生
に
即
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
本
経
の
立
場
内
一
端
を
示
し
て
い
る
と
雷
同
え
一
る
。
以
上
の
様
な
道
性
問
聞
の
本
際
思
想
を
見
る
時
、
両
半
と
本
際
と
の
両
概
念
が
そ
の
基
軸
を
為
し
て
い
る
こ
と
が
自
ず
と
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
両
概
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
道
典
と
仏
典
に
基
づ
く
も
の
で
、
系
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ぞ列
れを
に異
つに
きす
る
多思
少想
ので
考あ
察る
を。
試そ
みこ
よで
う以
。下
グ〉
両
概
念
グ〉
そ
れ
ロ
『
定
志
経
』
の
両
半
思
想
唐
以
降
の
両
半
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
六
朝
期
的
道
典
に
『
太
上
洞
玄
霊
資
智
慧
定
志
通
微
経
』
(
道
競
・
人
字
下
・
一
六
七
冊
)
が
あ
ぷ
「
後
述
す
る
如
く
、
『
定
志
経
』
の
両
半
義
を
『
本
際
経
』
も
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
、
『
本
際
経
』
で
両
半
と
さ
れ
て
い
た
榊
と
住
と
が
、
『
定
志
経
』
で
は
ど
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
『
定
志
経
』
の
冒
頭
に
は
、
万
物
の
生
成
を
説
く
次
の
様
な
一
段
が
あ
る
。
天
尊
俄
然
、
初
不
願
柄
、
思
念
協
兆
造
化
之
始
。
胎
裏
是
問
、
各
国
白
血
気
之
集
。
凝
而
成
跡
、
脚
本
澄
消
、
湛
然
無
雑
。
飢
授
納
有
形
、
形
染
六
情
、
六
情
一
染
、
動
之
弊
彼
。
惑
於
所
見
、
味
於
所
著
、
世
務
因
縁
、
以
次
而
設
。
招
引
罪
垢
、
歴
世
粥
積
。
輪
廻
於
三
界
、
瓢
浪
而
忘
反
、
流
特
於
五
道
、
長
論
市
弗
情
。
嬰
抱
痛
毒
、
不
能
自
知
、
馳
榊
憧
惇
、
唯
罪
是
履
。
啓
之
在
心
、
良
無
巳
失
、
憶
其
菓
受
之
始
、
理
有
可
哀
。
(
第
一
紙
)
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
鼠
箆
と
い
う
気
の
働
き
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
そ
の
気
か
ら
生
じ
た
紳
は
、
も
と
も
と
澄
滑
な
の
だ
が
、
六
情
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
形
町
中
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
形
・
耐
と
も
ど
も
所
見
に
と
ら
わ
れ
、
因
果
応
報
の
枠
町
中
に
取
り
込
ま
れ
、
三
界
・
五
道
を
輪
廻
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
、
因
果
応
報
の
原
因
は
、
一
脚
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
く
形
が
六
情
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
っ
て
、
因
果
応
報
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
形
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
六
情
を
如
何
に
す
れ
ば
解
消
で
き
る
か
が
次
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
界
之
中
、
三
世
皆
空
、
知
三
世
空
、
雌
有
我
身
、
皆
聴
時
空
、
明
蹄
空
理
、
使
能
忘
身
、
能
忘
身
者
、
豊
復
愛
身
、
身
既
不
愛
、
使
能
一
切
都
無
所
愛
、
唯
道
是
愛
、
能
愛
道
者
、
道
亦
愛
之
、
得
道
愛
者
、
始
是
反
民
、
思
微
定
志
、
理
盤
於
斯
。
斯
則
反
乎
両
半
成
一
、
本
之
一
、
遊
館
呉
、
道
業
日
昇
、
五
百
等
不
亦
無
復
憂
勢
耶
。
(
第
四
l
五
紙
)
六
情
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
空
で
あ
る
と
悟
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
、
こ
れ
が
六
情
を
解
消
し
、
真
理
へ
と
復
帰
す
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
般
若
皆
空
の
思
想か、
の
影
響
が
見
ら
れ
、
諸
法
皆
空
を
悟
る
こ
と
が
「
両
半
成
一
を
反
し
」
、
「
真
に
還
帰
す
」
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
意
す
べ
き
点
は
、
形
と
神
と
の
合
一
が
、
即
ち
両
半
の
合
一
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
企
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
紳
形
論
が
、
あ
く
ま
で
も
鼠
箆
と
い
う
陰
陽
の
二
気
に
基
づ
く
生
成
論
で
あ
る
点
も
、
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
両
半
自
体
を
解
釈
し
た
記
述
は
、
以
下
に
示
す
如
く
非
常
に
簡
略
で
、
理
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
天
尊
又
目
、
雨
半
成
て
其
義
有
五
、
卿
等
知
乎
。
二
民
答
目
、
己
知
。
不
亦
於
彼
清
虚
之
見
山
、
因
鼠
箆
之
交
、
分
半
下
降
、
就
此
四
半
、
合
馬
一
耶
。
不
亦
或
此
仮
一
而
嬬
悪
者
、
致
招
自
然
之
魚
、
治
於
三
塗
乎
。
不
亦
馬
普
離
此
四
半
、
避
登
太
虚
、
復
我
消
虚
之
集
、
反
我
雨
半
、
庭
於
自
然
子
。
(
第
五
紙
)
こ
の
簡
単
な
記
述
を
補
う
べ
く
、
第
六
紙
所
識
の
両
半
図
《
刊
】
局
を
参
照
し
よ
う
。
こ
の
図
局
に
は
、
長
楽
慮
か
ら
、
自
然
・
消
虚
で
あ
る
自
然
之
楽
、
三
界
、
畜
生
道
、
餓
鬼
道
、
十
地
八
獄
に
到
る
ま
で
の
、
重
層
的
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
然
・
清
虚
の
域
か
ら
、
清
原
、
濃
為
、
粋
見
山
、
淡
見
山
の
四
果
、
が
下
降
す
る
。
こ
の
四
見
山
が
経
文
の
四
半
に
相
当
す
る
ら
し
く
、
こ
の
四
系
が
令
し
て
一
と
な
る
こ
と
で
、
畜
生
道
、
餓
鬼
道
、
十
地
八
獄
へ
と
落
ち
て
い
く
と
図
示
さ
れ
て
い
る
。
経
文
の
「
就
此
四
半
」
、
「
合
潟
ご
、
「
比
仮
一
而
鶏
悪
者
、
致
招
自
然
之
孫
、
治
於
三
塗
」
と
は
、
ま
さ
し
く
図
に
見
え
る
以
上
の
様
な
経
過
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
国
為
が
、
淡
昂
・
粋
泉
町
一
半
と
、
濃
元
山
・
清
見
川
町
一
半
と
し
て
両
半
山
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
図
中
の
「
四
見
山
本
是
散
鴬
雨
恕
半
」
の
語
ゃ
、
四
見
山
が
合
す
る
こ
と
が
図
中
で
は
「
雨
半
合
成
一
、
明
蓋
定
入
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
淡
見
山
・
管
出
リ
が
、
「
成
ご
に
到
る
ま
で
の
問
、
他
と
の
関
わ
り
が
一
一
切
無
い
の
に
桐
対
し
、
抽
暗
黒
・
清
見
町
が
、
三
界
と
関
わ
り
、
四
飽
と
関
わ
る
、
と
き
「
れ
て
い
る
点
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
経
文
の
「
於
彼
清
虚
之
表
、
ー4
因
鼠
箆
之
交
、
分
半
下
降
、
」
と
は
、
濃
元
山
・
清
見
山
の
一
半
が
、
三
界
そ
こ
で
、
を
経
て
下
降
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
善
雄
此
四
半
、
還
登
太
虚
、
復
我
清
虚
之
気
、
反
我
雨
半
、
慮
於
自
然
、
」
と
あ
る
の
は
、
四
ゑ
が
生
じ
る
以
前
内
、
自
然
・
清
庭
へ
と
も
ど
り
、
さ
ら
に
は
、
長
楽
慮
へ
と
上
昇
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
定
志
経
』
の
両
半
義
は
、
自
然
・
清
虚
か
ら
生
ヒ
る
四
殺
の
二
系
ず
つ
を
一
半
と
す
る
も
の
で
、
両
半
が
合
し
て
重
層
的
世
界
を
経
て
下
降
し
、
因
果
応
報
の
枠
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
簡
略
な
記
述
と
、
難
解
な
図
に
は
不
明
な
点
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
四
忍
を
中
心
と
し
た
生
成
論
的
視
角
を
持
つ
も
の
で
あ
る
点
と
、
形
納
町
合
一
が
即
ち
両
半
の
成
一
で
あ
る
、
と
は
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
点
と
は
、
確
認
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
『
定
志
経
』
は
、
一
方
で
空
観
思
想
を
基
軸
に
据
え
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
、
気
の
働
き
に
よ
る
生
成
論
を
説
き
、
更
に
は
論
廻
説
ま
で
を
も
説
い
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
、
以
上
司
様
な
『
定
志
経
』
の
両
半
義
と
、
既
に
見
た
『
本
際
経
』
の
両
半
義
と
を
比
べ
る
と
、
両
半
・
成
一
・
畑
坦
・
紳
本
無
雑
・
道
業
・
五
義
な
ど
の
語
、
更
に
、
三
界
・
五
道
の
悪
の
重
層
的
世
界
構
造
な
ど
の
共
通
性
か
ら
、
『
本
際
経
』
の
両
半
義
が
『
定
志
経
』
の
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
定
志
経
』
で
は
別
個
に
説
か
れ
て
い
た
榊
形
論
と
両
半
義
と
が
、
『
本
際
経
』
で
は
、
紳
・
健
が
即
ち
両
半
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
気
を
軸
に
展
開
す
る
生
成
論
と
し
て
の
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『
定
志
経
』
町
岡
半
義
を
導
入
し
つ
つ
も
、
『
本
際
経
』
で
は
、
畑
姐
の
気
を
頗
倒
と
し
て
生
じ
る
初
一
念
と
解
釈
し
、
一
切
諸
法
を
生
じ
る
両
半
の
存
在
根
拠
は
、
ま
さ
し
く
誤
っ
た
認
識
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
気
の
生
成
と
い
う
問
題
が
、
す
べ
て
心
の
展
開
と
い
う
問
題
に
置
き
換
、
え
ら
れ
、
諸
法
無
自
性
の
立
場
か
ら
解
釈
し
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
気
の
展
開
と
い
う
生
成
論
的
視
角
か
ら
、
心
の
展
開
と
い
う
認
識
論
的
視
角
へ
の
転
換
の
試
み
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ぷ
F
間
漢
訳
仏
典
に
見
ら
れ
る
本
際
的
思
想
本
節
で
は
、
も
う
一
つ
の
基
軸
で
あ
る
、
本
際
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
本
際
的
二
文
字
は
、
仏
教
伝
来
以
前
の
在
来
思
想
に
は
見
ら
れ
ぢ
既
に
述
べ
た
如
く
、
や
は
り
漢
訳
仏
典
の
訳
語
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
訳
仏
典
に
見
ら
れ
る
本
際
思
想
を
一
瞥
し
、
『
本
際
経
』
に
お
け
る
本
際
思
想
的
受
容
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
初
期
的
用
例
は
、
後
漢
・
支
婁
迦
識
訳
の
『
文
殊
師
利
問
菩
薩
署
経
』
司
道
行
般
若
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
前
者
で
は
、
比
丘
の
立
場
か
ら
退
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
本
際
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
に
留
ま
り
(
五
・
側
C
)
、
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
執
着
す
る
こ
と
自
体
を
本
際
と
称
す
る
例
や
(
百
・
似
e)
、
悟
る
べ
き
境
地
で
は
あ
る
も
の
の
、
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
本
際
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
H
・
似
b
)。
か
〈
、
支
識
で
は
、
訳
語
と
し
て
一
定
の
意
味
合
い
を
維
持
し
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
本
際
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
残
し
て
い
る
も
の
に
、
西
晋
・
竺
法
識
の
訳
出
経
典
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
代
表
的
訳
経
の
一
つ
で
あ
る
『
光
讃
経
』
を
見
る
と
、
須
菩
提
答
目
、
巳
無
所
有
、
故
調
自
然
。
色
無
所
有
、
故
白
色
自
然
。
痛
庫
思
想
生
死
識
無
所
有
、
故
田
痛
倖
思
想
生
死
識
自
然
、
無
所
有
。
至
於
本
際
、
故
日
自
然
。
(
百
-mc)
実
体
、
実
相
が
無
い
こ
と
、
無
所
有
を
自
然
と
言
う
。
色
・
痛
臨
時
・
思
想
・
生
死
・
識
の
五
認
の
す
べ
て
は
、
も
と
よ
り
自
然
、
無
所
有
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
所
有
で
あ
る
、
と
党
知
し
た
時
に
至
る
本
際
の
境
地
そ
の
も
の
も
自
然
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
自
然
と
言
わ
れ
る
本
際
は
、
こ、っ
何
謂
無
得
之
法
。
其
法
不
起
不
滅
、
亦
無
所
作
、
亦
無
所
住
、
無
有
奥
義
、
姪
怒
擬
盤
、
則
潟
無
本
。
其
無
本
者
、
則
無
異
法
、
其
於
法
界
於
寂
然
、
其
審
本
際
、
是
謂
無
得
之
法
。
(
n
-
m
b
)
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
有
為
の
法
に
対
す
る
、
で
あ
る
と
さ
れ
、
無
本
・
無
為
の
法
復
次
舎
利
弗
、
菩
随
摩
詞
薩
、
欲
得
税
近
一
切
如
来
、
欲
得
観
解
一
切
諸
法
、
欲
了
諸
法
在
於
本
際
、
常
事
般
若
波
雑
蜜
。
(
n
-
m
a
)
諸
法
は
本
際
に
在
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
諸
法
の
根
源
と
し
て
本
際
が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
下
を
見
る
と
、
ま
た
、
『
諸
側
要
集
経
』
天
子
又
問
、
所
言
本
際
、
潟
何
謂
子
。
文
殊
答
回
、
衆
生
之
原
、
名
日
本
際
。
天
子
又
問
、
衆
生
之
原
、
矯
何
謂
子
。
文
殊
答
目
、
生
死
之
本
、
属
衆
生
原
。
天
子
又
問
、
於
彼
何
謂
、
同
局
生
死
本
。
文
殊
答
目
、
鼠
空
之
本
、
嬬
生
死
原
。
由
如
天
子
虚
空
之
界
。
本
際
無
断
、
無
有
港
岸
、
不
長
不
短
、
不
品
不
納
、
不
康
不
仙
問
、
無
遠
無
近
、
無
方
無
回
。
其
虚
空
者
、
仮
有
税
耳
、
亦
復
無
名
、
一
切
諸
法
、
亦
復
若
斯
、
猶
如
虚
空
、
但
仮
有
名
、
亦
如
虚
空
白
不
生
不
世
帯
、
:
一
切
諸
法
、
皆
偶
蹄
趣
、
此
一
本
際
、
亦
無
所
館
、
無
有
計
数
。
(
小
川
-ma)
本
際
は
衆
生
内
原
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
衆
生
の
存
在
は
生
死
の
繰
り
返
し
に
他
な
ら
な
い
た
め
、
そ
れ
は
生
死
の
本
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
「
虚
空
の
本
」
に
等
し
い
と
さ
れ
る
の
は
、
衆
生
、
生
死
を
も
含
む
一
切
諸
法
は
、
そ
の
諸
相
が
仮
り
の
も
の
で
あ
り
、
真
の
回
姿
は
否
定
の
繰
り
返
し
で
表
現
さ
れ
る
、
個
別
相
の
無
い
存
在
で
あ
山
る
か
ら
で
あ
る
。
一
切
諸
法
は
究
極
的
に
こ
の
虚
空
へ
と
行
き
つ
く
想
の
で
あ
る
が
、
虚
空
そ
の
も
の
で
あ
る
本
際
は
、
帰
着
す
る
所
、
即
明
ち
拠
り
所
が
無
い
た
め
、
無
本
と
も
言
わ
れ
る
。
U
以
上
、
世
一
法
議
の
用
い
た
本
際
は
、
諸
法
無
自
性
の
立
場
に
基
づ
刷
く
、
一
切
の
個
別
相
を
取
り
去
っ
た
諸
法
の
真
の
姿
を
意
味
し
、
そ
「
れ
は
、
相
対
的
視
点
で
生
死
を
異
な
る
も
の
と
分
別
す
る
こ
と
も
な
い
、
絶
対
不
二
の
真
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
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生
死
を
繰
り
返
す
衆
生
も
一
つ
の
現
象
に
過
ぎ
ず
、
真
の
姿
は
、
自
然
虚
無
・
無
本
と
称
さ
れ
る
本
際
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
竺
法
護
が
本
際
的
概
念
に
肯
定
的
評
価
を
与
え
、
積
極
的
意
義
付
け
を
し
て
い
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
観
本
際
品
の
本
際
思
想
が
、
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
的
基
盤
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
早
【
M
】
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
を
見
る
と
、
実
際
・
衆
生
際
・
前
際
・
中
際
・
後
際
・
本
際
な
ど
の
語
が
見
ら
れ
る
。
骨
田
知
如
法
性
寅
際
無
所
有
。
如
法
性
質
際
無
所
有
故
、
嘗
知
乃
至
無
量
無
遁
阿
借
眠
無
所
有
。
無
量
無
遁
阿
倍
紙
無
所
有
故
、
嘗
知
一
切
法
無
所
有
。
(
市
川
-
m
b
)
寅
際
、
寅
際
法
、
実
際
如
、
寅
際
性
、
寅
際
相
、
無
所
従
来
、
亦
無
所
去
、
亦
無
所
住
。
(
H
制
c)
僻
言
、
無
際
是
名
賀
際
。
菩
薩
朗
宇
是
際
、
知
一
切
諸
法
略
虞
相
。
(
H
-
m
c
)
 
実
際
と
は
、
空
と
不
即
不
離
の
関
係
を
保
つ
無
所
有
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
相
・
実
性
・
実
体
を
持
た
ず
、
あ
ら
ゆ
る
限
定
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
た
め
、
無
際
と
も
言
わ
れ
る
。
個
別
相
を
持
た
な
い
真
理
に
他
な
ら
な
い
実
際
が
、
法
性
と
連
用
さ
れ
る
の
も
傾
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
須
菩
提
、
寅
際
、
衆
生
際
不
異
。
(
H
・捌
c
4
衆
生
も
諸
法
的
一
つ
に
他
な
ら
ず
、
衆
生
際
も
無
相
平
等
の
真
理
の
A
t
 
前
で
は
、
実
際
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
か
く
見
る
と
、
佐
一
法
議
の
本
際
に
相
当
す
る
内
容
を
示
す
語
は
、
『
大
品
般
若
』
で
は
実
際
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
大
品
般
若
』
実
際
ロ
聞
の
異
訳
で
あ
る
、
西
晋
曇
無
羅
叉
訳
『
放
光
般
若
経
』
信
本
際
問
問
で
は
、
経
文
中
に
真
際
の
語
の
み
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
曇
無
羅
叉
は
、
真
際
と
本
際
と
を
同
義
と
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
羅
什
訳
で
は
、
こ
の
真
際
が
実
際
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
、
『
大
品
般
若
』
に
は
本
際
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
残
存
す
る
僅
か
の
例
を
見
る
と
、
須
菩
提
、
色
本
際
不
縛
不
解
。
何
以
故
。
色
本
際
無
所
有
性
是
色
。
受
想
行
識
乃
至
-
切
極
智
本
際
、
不
縛
不
解
。
何
以
故
。
本
際
無
所
有
性
是
-
一
切
種
智
。
須
菩
提
、
色
後
際
不
縛
不
解
。
須
菩
徒
、
現
在
色
不
縛
不
解
。
1
・0
(
H
・
姉
C
)
本
際
・
後
際
・
現
在
な
ど
が
並
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
に
相
当
す
る
『
大
智
度
論
』
の
記
述
に
よ
れ
同
「
過
去
世
を
意
味
す
る
語
と
し
て
、
同
じ
く
『
大
品
般
若
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
前
町
と
同
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
『
中
論
』
槻
本
際
品
を
見
る
と
、
大
聖
之
所
説
、
本
際
不
可
得
、
生
死
無
有
始
、
亦
復
無
有
終
。
:
諸
所
有
因
果
、
相
及
可
相
法
、
受
及
受
者
等
、
所
有
一
切
法
、
非
但
於
生
死
、
本
際
不
可
得
、
如
是
一
切
法
、
本
際
皆
亦
無
。
(
小
川
-
m
a
i
b
生
死
輪
廻
に
は
終
始
が
無
い
こ
と
か
ら
、
前
後
と
い
っ
た
時
聞
の
観
念
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
た
め
、
時
聞
の
観
念
に
依
拠
し
た
、
今
よ
り
以
前
の
究
極
で
あ
る
本
際
な
ど
と
い
う
も
の
は
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
こ
れ
は
生
死
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
切
諸
法
も
同
様
で
あ
る
と
仏
は
説
く
、
と
あ
る
。
観
本
際
品
の
本
際
は
、
『
大
品
般
若
』
内
実
際
と
同
様
に
、
究
極
と
い
う
意
義
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
過
去
に
於
け
る
実
際
、
と
い
う
時
聞
の
観
念
を
も
包
含
し
、
不
可
得
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
本
際
経
』
に
は
空
観
思
想
的
影
響
が
濃
く
、
中
観
思
想
の
影
響
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
本
際
思
想
は
時
聞
の
観
念
を
一
切
含
ま
ず
、
何
よ
り
も
肯
定
的
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
『
中
論
』
と
は
峻
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
東
晋
・
借
伽
提
婆
訳
『
中
阿
含
経
』
習
相
賂
品
本
際
経
第
十
も
、
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
が
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
雨
時
世
尊
、
告
諸
比
丘
、
有
愛
者
其
本
際
不
可
知
。
本
無
有
愛
、
然
今
生
有
愛
、
使
可
得
知
所
因
有
愛
。
有
愛
者
則
有
習
非
無
習
。
何
謂
有
愛
習
。
答
目
、
無
明
偶
習
。
無
明
亦
有
習
非
無
習
。
何
謂
無
明
習
。
答
目
、
五
蓋
鵠
習
、
五
益
亦
有
習
非
無
習
。
何
謂
五
蓋
習
。
答
目
、
三
悪
行
矯
習
。
親
近
悪
知
識
、
亦
有
習
非
無
習
。
何
潤
親
近
悪
知
識
習
。
答
回
、
悪
人
馬
習
。
(
m
h
-
m
b
)
『
中
阿
合
経
』
の
本
際
は
、
あ
る
概
念
・
事
象
が
生
じ
る
原
因
・
理
由
を
本
際
と
称
し
て
い
る
。
有
愛
を
例
に
と
れ
ば
、
有
愛
I
無
明
↓
五
蓬
↓
:
悪
人
と
原
因
を
湖
ら
せ
て
い
る
。
経
文
で
は
悪
人
で
留
め
て
い
る
が
、
一
事
象
の
原
因
の
追
究
は
果
て
の
無
い
も
の
、
そ
の
点
で
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
本
旨
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
際
自
体
に
積
極
的
意
義
付
け
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
、
事
象
・
概
念
の
原
因
と
し
て
の
本
際
は
、
『
本
際
経
』
の
本
際
と
直
接
の
関
わ
り
は
無
い
と
思
わ
れ
M
r
最
後
に
、
階
・
士
口
寂
『
中
観
論
疏
』
本
際
品
の
種
々
の
本
際
理
解
に
対
す
る
評
価
を
見
て
み
よ
う
。
本
際
は
「
人
法
始
起
庭
也
」
(
九
-
m
a
)
と
あ
る
様
に
、
万
象
が
始
め
て
生
じ
る
起
点
と
さ
れ
て
い
る
。
外
道
人
司
、
冥
初
自
在
、
潟
寓
物
之
本
、
病
諸
法
始
、
稽
矯
本
際
。
復
有
外
道
、
窮
推
諸
法
、
趨
不
可
得
、
故
云
、
世
間
無
法
。
名
無
本
際
。
老
子
云
、
無
名
潟
寓
物
始
、
有
名
潟
荷
物
母
。
亦
是
有
始
。
7
・
mc)
田
本
際
理
解
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
二
種
の
外
道
の
第
一
は
、
万
物
山
の
根
源
た
る
本
際
が
実
在
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
恕
こ
の
外
道
が
ど
の
時
代
の
ど
の
様
な
説
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
『
老
子
』
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
万
物
内
日
根
源
と
し
て
の
、
実
在
的
道
を
説
く
、
と
理
解
さ
れ
た
、
道
家
の
説
剥
一
般
を
指
す
か
と
も
思
わ
れ
る
。
外
道
の
第
二
は
、
諸
法
の
根
源
を
「
実
際
に
追
究
し
た
結
果
、
具
体
的
に
突
き
止
め
得
な
い
こ
と
か
ら
、
ロ
リ4
世
界
的
根
源
な
ど
は
有
り
得
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
本
際
は
と
す
る
立
場
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
塩川い」
徒
は
、
例
法
内
小
乗
之
人
、
但
明
生
死
有
終
室
、
在
無
徐
浬
襲
、
不
説
生
死
根
本
之
初
際
、
名
無
本
際
。
(
H
)
生
死
に
終
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
ら
は
理
解
し
て
い
る
た
め
、
本
際
を
覚
知
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
そ
れ
を
他
者
の
た
め
に
説
こ
う
と
し
な
い
た
め
に
、
彼
ら
の
立
場
は
、
「
本
際
は
無
い
」
と
す
る
の
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吉
戒
は
以
上
向
様
な
、
本
際
を
有
り
と
す
る
立
場
も
、
無
し
と
す
る
立
場
も
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
退
け
、
大
乗
の
立
場
を
次
の
様
に
示
す
。
大
乗
人
云
、
若
総
論
六
道
、
則
不
可
説
其
始
終
、
不
知
何
者
最
初
生
、
亦
不
測
其
最
後
減
故
、
故
無
有
始
終
。
若
就
一
人
、
則
有
始
終
、
始
自
無
明
、
初
念
託
空
而
起
、
終
断
五
住
得
成
法
身
也
。
(
H
)
六
道
、
一
人
と
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、
有
と
も
無
と
も
な
る
本
際
を
、
有
と
も
無
と
も
断
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
非
有
非
無
の
立
場
を
至
上
と
し
て
い
る
。
非
有
非
無
の
中
道
の
立
場
に
立
つ
吉
寂
に
は
、
本
際
は
そ
の
内
容
の
如
何
以
前
に
、
肯
定
的
に
せ
よ
、
否
定
的
に
せ
よ
、
そ
れ
に
固
執
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
小
釆
仏
教
の
以
上
、
後
漢
か
ら
『
本
際
経
』
成
立
前
後
に
到
る
ま
で
の
仏
典
に
見
ら
れ
る
本
際
の
主
な
用
例
を
見
て
き
た
。
羅
什
の
旧
訳
が
世
に
出
て
か
ら
以
降
、
本
際
の
概
念
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
6
か
っ
た
様
で
あ
る
。
羅
什
に
よ
っ
て
仏
教
ら
し
か
ら
ぬ
と
塗
り
変
え
d
佳
ら
れ
た
古
訳
が
、
本
際
を
肯
定
的
に
扱
っ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。
そ
の
古
訳
町
中
で
も
、
竺
法
説
的
訳
経
に
見
ら
れ
る
本
際
の
思
想
は
、
自
然
・
虚
無
・
無
本
と
等
し
く
、
一
切
分
別
の
無
い
究
極
と
さ
れ
て
い
る
点
や
、
衆
生
の
原
、
生
死
何
本
と
さ
れ
る
点
か
ら
も
、
『
本
際
経
』
の
本
際
と
極
め
て
近
い
内
容
を
示
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
陪
・
唐
肉
親
空
観
派
道
教
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
従
来
は
三
論
と
の
影
響
関
係
を
論
ず
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
事
実
、
一
ニ
論
か
ら
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
『
本
際
経
』
に
も
そ
の
痕
跡
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
そ
う
し
た
非
有
非
無
の
高
か
ら
は
否
定
さ
れ
た
立
場
を
、
可
本
際
経
』
が
古
訳
か
ら
導
入
し
て
い
た
事
実
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
論
的
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
空
観
思
想
を
導
入
し
て
い
た
こ
と
が
、
佐
一
法
誕
の
訳
経
と
兆
べ
る
こ
と
に
ま
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
本
際
経
』
は
、
『
霊
賀
赤
書
五
篇
真
文
』
を
尊
奉
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
な
ど
、
霊
宝
経
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
は
あ
る
。
三
日
厄
志
経
』
の
荷
半
義
の
受
容
も
そ
の
一
環
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
全
面
的
継
承
で
は
決
し
て
な
く
、
自
己
の
視
点
か
ら
円
再
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
。
仏
典
の
本
際
概
念
の
導
入
に
際
し
て
も
、
優
勢
な
旧
訳
で
は
な
く
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
古
訳
の
本
際
義
に
依
拠
す
る
な
ど
、
や
は
り
自
己
的
立
場
が
窺
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
立
場
に
基
づ
き
、
『
定
士
山
経
』
の
両
半
義
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
生
成
論
的
な
枠
組
を
用
意
し
、
そ
の
上
で
、
古
訳
の
本
際
義
を
導
入
し
て
、
諸
法
皆
空
の
思
想
を
確
立
し
、
認
識
論
的
視
角
か
ら
の
自
己
的
本
際
義
を
構
築
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
二
、
本
際
恩
惣
の
継
承
付
李
栄
の
本
際
思
想
前
章
で
は
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
と
そ
の
成
立
を
検
討
し
た
。
本
章
で
は
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
道
教
側
の
説
く
本
際
思
想
と
し
て
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
『
集
古
今
側
道
論
衡
』
巻
丁
に
見
ら
れ
る
、
唐
・
高
宗
期
の
道
士
・
李
栄
と
僧
・
義
褒
と
の
本
際
義
を
め
ぐ
る
問
答
が
あ
る
。
時
道
士
李
栄
、
先
昇
高
座
、
立
本
際
議
。
勅
褒
云
、
承
師
能
論
義
、
諮
男
高
座
、
共
談
名
理
。
便
即
登
座
、
問
云
、
既
義
標
本
際
、
筋
道
本
於
際
、
名
偶
本
際
、
篇
際
本
道
、
名
馬
本
際
。
答
云
、
互
得
進
。
難
云
、
道
本
於
際
、
際
局
道
本
、
亦
可
際
本
於
道
、
道
矯
際
元
。
答
云
、
何
往
不
遇
。
並
目
、
若
使
道
料
本
際
互
得
相
通
、
返
亦
可
自
然
典
道
互
得
相
法
。
答
目
、
道
法
自
然
、
自
然
不
法
道
。
又
並
目
、
若
使
道
法
於
自
然
、
自
然
不
法
道
、
亦
可
道
本
於
本
際
、
本
際
不
本
道
。
於
是
道
士
著
難
、
恐
墜
厭
宗
、
但
存
紙
獄
、
不
能
加
報
。
袈
印
覆
結
、
難
云
、
汝
、
道
本
於
本
際
、
遂
得
道
際
互
相
本
、
亦
可
道
法
於
自
然
、
何
矯
道
自
不
得
互
相
法
。
柴
得
重
並
、
既
不
領
難
、
又
不
解
結
。
(
九
・
湖
c
l
抑
a)
問
答
は
、
道
と
本
際
の
ど
ち
ら
が
よ
り
根
源
的
存
在
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
始
ま
る
。
こ
う
し
た
問
答
が
実
際
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
も
と
も
と
仏
教
用
語
で
あ
っ
た
本
際
が
、
当
時
は
、
む
し
ろ
道
教
思
想
の
側
に
定
着
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
道
と
本
際
と
が
相
互
に
基
づ
き
合
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
李
栄
の
主
張
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
両
者
が
同
体
異
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
続
け
て
、
な
ら
ば
、
と
義
褒
は
論
点
を
『
老
子
』
二
五
章
に
基
づ
く
道
と
自
然
と
の
関
係
へ
と
移
す
。
こ
の
擦
り
替
え
に
対
し
、
李
栄
が
異
を
さ
し
は
さ
ま
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
際
即
ち
自
然
と
い
う
理
解
が
十
日
f栄
に
有
っ
た
こ
と
に
由
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
道
即
ち
本
際
、
本
際
即
ち
自
然
と
い
う
理
解
が
李
栄
町
側
に
有
り
、
そ
の
た
め
、
道
即
ち
自
然
へ
と
導
か
れ
、
結
果
的
に
『
老
子
』
の
表
現
と
阻
艇
を
き
た
し
た
と
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
.
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
導
回
き
出
さ
れ
た
、
道
と
自
然
と
が
同
体
異
名
で
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
山
「
道
法
自
然
」
と
い
う
『
老
子
』
の
字
句
と
は
阻
艇
を
き
た
す
が
、
想
こ
れ
は
文
字
通
り
『
老
子
』
の
字
句
に
よ
っ
て
揚
げ
足
を
釈
氏
が
岬
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
的
道
教
思
想
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
ー
ぃ
。
つ
ま
り
、
以
下
に
論
ず
る
如
く
、
「
道
法
自
然
」
に
関
す
る
あ
る
示相
程
度
内
考
察
は
道
教
界
で
も
既
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
道
「
法
自
然
」
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
、
李
栄
が
応
答
に
窮
し
た
の
が
ヴ
t4
事
実
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
李
栄
に
先
行
す
る
初
唐
の
道
士
・
成
玄
英
の
『
老
士
』
二
五
章
の
疏
を
見
る
と
、
既
能
如
道
、
次
須
法
自
然
之
妙
迎
、
所
謂
重
玄
之
域
也
。
道
是
述
、
自
然
是
本
。
以
本
収
越
、
故
義
言
法
也
。
又
解
遊
性
自
然
、
更
無
所
法
、
間
絶
修
間
半
、
故
言
法
自
然
場
自
然
は
地
一
不
こ
の
存
在
で
あ
る
本
体
と
し
て
の
「
本
」
で
、
道
は
自
然
の
作
用
態
と
し
て
の
「
遜
」
で
あ
る
と
し
、
「
漣
」
を
「
本
」
へ
と
収
数
さ
せ
る
か
ら
、
道
は
自
然
に
法
る
の
だ
、
と
す
る
。
河
上
公
注
の
「
道
的
性
は
自
然
」
で
あ
る
、
と
い
う
表
現
を
用
い
つ
つ
、
本
迩
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
道
と
自
然
と
は
、
同
一
で
は
な
い
が
、
決
し
て
別
個
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
祈
「
李
栄
に
先
行
す
る
成
玄
英
に
於
い
て
、
既
に
道
と
自
然
が
不
一
不
二
の
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
後
述
す
る
如
く
、
李
栄
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
さ
て
、
『
側
道
論
衡
』
の
記
述
か
ら
は
、
本
際
即
ち
道
、
本
際
即
ち
自
然
と
い
う
、
本
際
・
道
・
自
然
の
三
者
の
絡
み
合
っ
た
構
図
が
窺
わ
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
『
併
道
論
衡
』
は
釈
氏
の
説
法
論
と
し
て
の
性
格
が
強
い
た
め
、
道
教
側
の
本
際
思
想
を
窺
う
に
は
、
全
幅
の
信
頼
を
置
き
難
い
。
そ
こ
で
次
に
、
李
栄
町
自
著
に
基
づ
い
て
、
こ
の
三
者
の
関
係
を
中
心
に
、
彼
の
本
際
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
と
ま
ず
、
自
然
・
道
に
つ
い
て
見
る
と
、
し
よ
う
。物之
性
也
、
本
乎
自
然
。
・
盗
人
順
自
然
之
本
性
、
輪
前
物
以
保
尻
、
《
泣
】
不
敢
行
於
有
潟
、
導
之
以
蹄
虚
静
也
ロ
(
司
老
子
』
六
四
章
注
)
48 
多
言
蚊
窮
、
少
言
A
ロ
道
、
故
日
自
然
。
道
則
非
無
非
有
、
理
亦
非
少
非
多
、
欲
明
多
言
之
失
員
、
故
借
少
言
市
合
道
。
(
H
二
三
章
注
)
李
目
、
自
然
者
、
内
元
自
性
、
外
絶
因
待
、
消
虚
玄
寂
、
英
測
所
由
、
名
日
自
然
。
不
可
以
自
他
分
其
内
外
、
不
可
以
有
元
定
其
形
質
、
不
可
以
陰
陽
定
其
気
象
、
不
可
以
因
縁
究
其
根
葉
。
所
部
品
凪
元
、
自
然
之
大
道
也
。
(
『
西
昇
経
集
註
』
・
道
義
縦
字
上
中
・
四
四
九
1
四
五
O
冊・
巻
一
・
第
三
紙
)
自
然
は
、
万
物
が
そ
こ
へ
帰
着
す
べ
し
と
さ
れ
る
万
物
の
本
来
性
を
意
味
し
、
更
に
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
自
性
が
無
く
、
又
、
他
と
の
相
対
関
係
も
無
い
、
所
謂
る
虚
無
に
等
し
い
、
無
限
定
な
道
的
在
り
方
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
)
方
、
真
一
と
同
義
と
さ
れ
る
真
を
見
る
と
、
無
欣
之
欣
、
此
乃
従
櫨
起
用
。
無
物
之
象
、
斯
偽
息
服
遊
興
。
息
肱
還
民
、
嬬
諮
蹄
本
也
。
従
佳
起
用
、
自
寂
之
助
也
。
自
寂
之
助
、
語
其
無
也
、
俄
然
市
有
。
橋
漣
蹄
本
、
言
其
有
也
、
忽
爾
而
無
。
忽
爾
而
無
、
無
非
定
無
、
侃
然
市
有
、
有
非
定
有
。
有
無
侃
惚
、
無
能
名
詩
。
(
『
老
子
』
十
四
章
注
)
「
体
・
用
」
「
本
・
謎
」
と
い
う
関
係
に
於
い
て
、
作
用
態
と
し
て
の
「
越
し
「
用
」
の
多
様
性
に
対
す
る
、
「
本
」
「
体
」
と
い
う
本
体
と
し
て
の
不
二
の
道
を
真
は
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
真
一
は
、
共
に
根
源
と
し
て
の
無
限
定
な
道
を
示
す
概
念
で
あ
る
と
一
呈
一
一
口
え
，。
き
て
、
『
老
子
』
三
七
章
「
無
潟
市
無
不
局
」
の
李
栄
注
を
見
る
シ」
至
道
玄
寂
、
民
際
不
動
、
道
常
無
潟
也
。
略
物
斯
動
、
化
被
前
方
。
随
類
見
形
、
子
何
不
有
。
極
秘
方
使
、
而
無
不
儒
也
。
無
矯
而
潟
、
則
寂
不
常
寂
。
篤
而
不
属
、
則
動
不
常
動
。
動
不
常
勤
、
息
動
以
蹄
寂
。
寂
不
常
寂
、
従
寂
而
起
動
。
至
道
自
体
の
「
寂
」
の
側
面
と
、
万
物
的
感
に
対
す
る
応
と
し
て
の
「
動
」
の
側
面
と
が
不
即
不
離
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
「
寂
」
的
側
面
が
真
際
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
寂
・
動
」
の
図
式
は
、
先
の
「
本
・
漣
」
「
体
・
用
L
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ち
、
「
本
」
「
休
L
1
寂
」
で
表
現
さ
れ
る
、
本
体
と
し
て
の
不
二
の
道
が
真
際
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
3
4
・
越
」
町
「
本
」
に
相
当
す
る
自
然
・
真
一
の
概
念
と
も
同
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
『
西
昇
経
集
註
』
に
は
、
李
目
、
虚
元
者
道
世
也
、
言
、
手
生
思
極
成
元
之
龍
、
窮
本
際
之
源
也
。
(
巻
一
・
第
十
紙
)
と
も
あ
り
、
や
は
り
、
虚
無
は
「
体
・
用
」
の
「
体
」
と
し
て
の
道
を
意
味
し
、
そ
れ
を
窮
め
る
こ
と
が
、
本
際
を
窮
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
先
の
真
際
と
こ
の
本
際
は
同
義
で
あ
ろ
う
。
か
く
見
る
と
、
李
栄
は
、
自
然
・
真
一
・
真
際
・
本
際
な
ど
を
、
本
体
と
し
て
の
不
二
の
道
を
示
す
概
念
と
し
て
用
い
て
お
り
、
作
用
態
を
も
含
む
道
と
不
一
不
二
の
関
係
を
保
つ
も
の
と
理
解
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
点
か
ら
、
先
の
『
側
道
論
衡
』
の
記
述
か
ら
推
察
し
た
、
本
際
即
ち
道
、
本
際
即
ち
自
然
と
い
う
図
式
は
、
李
栄
の
自
著
か
ら
窺
わ
れ
る
三
者
の
関
係
と
合
致
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
、
1
李
栄
町
場
合
、
本
際
は
万
物
が
帰
着
す
べ
き
真
の
在
り
方
で
あ
り
、
当
時
疎
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
虚
無
・
真
一
・
自
然
な
ど
の
概
念
と
同
義
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
『
本
際
経
』
の
思
想
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
自
然
・
虚
無
と
一
言
い
、
本
際
・
真
一
と
言
、
つ
も
、
李
栄
町
場
合
、
万
物
の
根
源
で
あ
る
道
に
即
し
て
論
述
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
老
子
』
四
二
章
「
道
生
一
L
の
李
栄
注
を
見
る
と
、
虚
中
動
気
、
故
日
道
生
。
元
気
未
分
、
放
言
一
也
。
一
気
を
生
じ
る
虚
な
る
道
は
、
生
成
論
的
根
源
に
位
置
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
に
留
ま
り
、
衆
生
の
心
内
在
り
方
を
本
際
と
説
く
こ
と
と
の
接
点
は
見
い
出
し
難
い
。
『
本
際
経
』
町
本
際
が
、
衆
生
の
心
の
問
題
国
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
山
点
、
足
怖
道
論
衡
』
の
記
述
が
、
本
際
・
道
・
自
然
な
ど
の
個
々
の
概
想
念
の
相
互
関
係
に
の
み
腐
心
し
、
衆
生
の
心
的
在
り
方
と
の
関
係
を
岬
不
問
に
付
し
て
い
る
点
と
合
致
し
て
い
る
。
U
当
時
の
道
教
界
に
於
け
る
本
際
義
の
す
べ
て
が
、
李
栄
の
そ
れ
と
刺
同
様
で
あ
っ
た
と
は
無
論
言
え
ま
い
。
だ
が
、
李
栄
の
本
際
義
を
指
弾
し
た
事
実
を
、
釈
氏
が
殊
更
に
取
り
上
げ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
Q
d
 
4
当
時
の
道
教
思
想
の
中
、
比
較
的
仏
教
思
想
と
の
交
流
の
深
い
所
に
在
っ
て
は
、
李
栄
が
唱
、
え
た
様
な
本
際
義
は
人
口
に
時
間
矢
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
守
本
際
経
』
の
本
際
思
想
に
は
、
「
体
・
用
」
「
本
・
漣
」
と
い
う
様
な
盤
理
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
李
栄
に
は
、
傾
倒
と
し
て
の
初
一
念
に
相
当
す
る
概
念
が
、
自
然
・
真
一
本
際
と
関
係
付
け
ら
れ
た
例
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
相
異
を
考
慮
す
る
と
、
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
を
本
体
論
と
し
て
の
道
に
即
し
て
用
い
る
、
と
い
う
様
に
限
定
的
に
導
入
し
、
本
語
論
に
よ
る
整
理
を
加
味
し
た
の
が
、
『
老
子
』
及
ぴ
『
西
昇
経
』
の
注
に
見
ら
れ
る
、
李
栄
町
本
際
思
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
口
『
寅
蔵
論
』
の
本
際
思
想
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
の
成
立
に
、
古
訳
仏
典
が
参
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た
が
、
逆
に
『
本
際
経
』
が
後
代
の
仏
教
思
想
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
、
従
来
、
道
教
思
想
と
の
交
流
が
深
い
疑
経
だ
と
さ
れ
て
き
た
『
貧
戴
論
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
内
包
》
成
立
が
中
唐
近
く
ま
で
下
る
か
と
指
摘
さ
れ
る
『
寅
裁
論
』
は
そ
の
本
際
虚
玄
品
第
三
で
、
仏
典
に
例
的
多
い
本
際
の
記
聞
と
、
道
典
に
例
町
多
い
真
一
向
語
と
を
関
係
付
け
て
お
り
、
道
教
思
想
的
影
響
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
本
際
虚
玄
回
聞
を
見
る
と
、
何
調
忽
有
如
是
妄
心
、
及
以
積
極
傾
倒
者
、
但
偽
一
念
迷
也
。
又
比
念
者
従
一
而
起
、
又
此
一
者
従
不
思
議
起
、
不
思
議
者
印
無
所
起
。
故
。
一
潟
無
潟
、
一
生
二
、
二
億
妄
心
。
(
五
・
川
a)
5
 道
と
同
格
と
さ
れ
る
不
思
議
か
ら
生
じ
た
て
そ
の
一
か
ら
生
じ
た
一
念
に
よ
っ
て
種
々
の
蹴
倒
、
迷
い
が
生
じ
る
。
既
縁
無
矯
而
有
心
、
復
縁
有
心
而
有
色
、
・
:
是
以
心
生
前
慮
、
色
起
高
端
、
和
合
業
園
、
遂
成
三
界
種
子
。
夫
所
以
有
三
界
者
、
偽
以
執
心
潟
本
、
迷
民
一
故
。
・
:
夫
内
有
一
生
、
印
外
有
無
岨
刷
、
内
有
二
生
、
印
外
有
有
潟
、
内
有
三
生
、
郎
外
有
三
界
。
既
内
外
相
陣
、
遂
生
種
々
諸
法
、
及
恒
沙
煩
悩
也
。
(
H
)
更
に
、
一
か
ら
二
、
三
と
順
に
衆
生
の
内
に
分
別
心
が
生
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
外
界
へ
、
無
為
、
有
為
、
三
界
と
い
う
現
象
で
呼
応
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
分
別
心
は
、
順
倒
と
し
て
の
一
念
に
よ
っ
て
、
真
一
を
見
失
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
外
の
呼
応
は
、
逆
に
三
が
生
じ
な
け
れ
ば
三
界
が
無
く
、
二
が
生
じ
な
け
れ
ば
有
為
が
無
く
、
一
が
生
じ
な
け
れ
ば
無
為
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
H
F
こ
こ
ま
で
分
別
心
を
取
り
去
っ
て
い
く
こ
と
で
、
経
云
、
道
始
生
-
、
夫
不
生
者
郎
本
際
也
。
・
:
但
一
切
有
矯
之
法
、
虚
妄
不
賀
、
縁
仮
相
依
、
市
有
存
亡
、
窮
其
根
趣
、
還
本
質
際
。
(
H
川
b
)
外
界
に
無
為
さ
え
も
生
ぜ
ず
、
不
思
議
と
同
格
と
さ
れ
る
、
側
の
道
に
到
る
。
こ
れ
が
本
際
・
本
実
際
な
の
で
あ
る
。
こ
の
本
際
は
、
衆
生
の
そ
し
て
然
其
本
際
、
自
性
清
待
、
微
妙
甚
深
、
位
無
塵
垢
、
・
・
・
是
以
本
際
無
名
、
名
於
無
名
、
本
際
無
相
、
名
於
無
相
。
(
H
)
清
浄
で
あ
っ
て
、
名
・
相
に
よ
る
限
定
を
一
切
受
け
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
到
っ
て
、
本
ロ
聞
の
冒
頭
で
、
本
際
が
一
切
衆
生
町
「
無
凝
湿
娯
之
性
」
(
附
a
)
と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
が
理
解
で
き
よ
う
。
か
く
し
て
、
無
限
の
相
を
な
す
外
界
的
現
象
も
、
一
切
の
分
別
を
捨
て
た
衆
生
の
心
で
あ
る
、
こ
の
本
際
を
根
源
と
し
て
お
り
、
本
際
に
到
れ
ば
、
一
切
を
覚
知
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て、
故
民
一
関
差
、
時
差
民
一
。
(
H
m
c
)
と
、
一
切
の
現
象
と
相
即
す
る
と
さ
れ
る
真
一
も
、
以
上
の
点
か
ら
、
無
磁
浬
撲
の
性
で
あ
る
本
際
に
他
4
ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
衆
生
の
外
に
無
為
を
生
じ
る
、
衆
生
内
の
分
別
心
と
し
て
の
一
、
そ
の
一
が
生
じ
る
以
前
の
不
二
の
真
理
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
真
一
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
『
賓
議
論
』
の
本
際
思
想
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
、
本
際
・
真
一
を
、
仏
性
・
如
来
臓
な
ど
の
究
極
概
念
と
合
わ
せ
て
列
挙
し
、
そ
れ
ら
が
同
体
異
名
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
然
彼
民
一
、
而
有
極
極
名
字
、
雄
有
種
種
名
字
、
終
同
一
義
。
戒
名
法
性
、
法
身
、
民
如
、
資
際
、
虚
空
、
倒
性
、
温
鍛
、
法
界
乃
至
本
際
、
如
来
孫
、
市
有
無
量
名
字
。
皆
是
慎
一
異
名
、
間
生
一
義
。(
H
-
m
a
)
 
種
々
の
究
極
概
念
を
本
際
・
真
一
に
代
表
さ
せ
、
念
に
よ
っ
て
、
万
慮
・
万
端
が
現
象
す
る
図
式
を
蹴
倒
と
し
て
の
一
『
賓
議
論
』
は
一
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
賓
裁
論
』
は
、
一
念
の
結
果
と
し
て
の
様
々
な
現
象
的
根
底
に
ゃ
あ
る
、
一
一
切
の
働
き
を
息
め
た
清
浄
な
心
を
、
本
際
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
一
切
の
現
象
は
す
べ
て
心
に
関
わ
る
と
い
う
、
認
識
的
問
題
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
本
際
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
『
貿
燕
論
』
に
於
け
る
本
際
・
真
一
一
念
・
万
端
が
織
り
成
す
図
式
は
、
『
本
際
経
』
と
同
系
列
に
在
る
と
言
え
る
で
あ
ろ、っ。
結
司
定
志
経
』
の
両
半
義
を
基
盤
と
し
、
古
訳
仏
典
の
本
際
思
想
で
肉
付
け
を
さ
れ
た
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
は
、
李
栄
町
例
の
如
く
、
そ
の
後
、
道
教
思
想
に
定
着
し
た
様
で
あ
り
、
更
に
は
、
種
々
の
究
極
を
示
す
仏
教
概
念
と
共
に
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
形
で
、
『
賀
戴
論
』
田
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
経
什
以
後
の
旧
訳
で
消
極
的
意
義
付
け
山
し
か
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本
際
が
、
『
賓
癒
論
』
で
は
、
清
浄
恕
な
心
の
こ
と
と
し
て
、
積
極
的
評
価
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
沼
う
し
た
道
教
側
の
本
際
理
解
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
も
考
6
〔
お
〕
」
え
ら
れ
よ
う
。
際本51 
し
か
し
な
が
ら
、
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
『
諸
側
要
集
経
』
と
『
本
際
経
』
と
は
、
同
じ
く
本
際
を
生
死
の
源
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
、
あ
く
ま
で
も
諸
法
無
自
性
空
の
立
場
か
ら
、
生
死
を
も
空
た
る
本
際
へ
と
帰
着
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
生
死
の
源
は
初
一
念
と
し
て
の
広
義
的
本
際
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
初
一
念
も
頗
倒
で
あ
る
以
上
、
実
体
は
無
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
『
本
際
経
』
に
言
う
所
内
生
死
源
も
空
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
実
体
が
無
い
と
は
言
え
、
傾
倒
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
一
切
の
分
別
の
無
い
真
の
意
味
で
の
空
で
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。
こ
の
遠
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
本
際
経
』
は
空
観
の
教
説
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
、
同
じ
く
無
限
定
的
本
際
を
言
い
は
す
る
も
の
の
、
現
実
的
衆
生
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
生
死
の
実
像
を
、
空
へ
と
は
帰
着
さ
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
初
一
念
と
い
う
衆
生
内
活
動
に
生
死
向
原
因
が
あ
る
と
し
て
一
歩
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
迷
い
を
生
じ
る
存
在
で
あ
る
衆
生
の
側
に
常
に
視
点
を
据
え
J
る
と
い
う
立
場
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
『
本
際
経
』
の
本
際
思
想
を
継
承
し
、
極
め
て
類
似
し
た
本
際
思
想
を
持
つ
『
質
議
論
』
で
さ
え
も
、
こ
の
点
で
は
『
諸
例
要
集
経
』
と
同
様
、
『
本
際
経
』
と
一
線
を
画
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
差
違
を
踏
ま
え
た
上
で
、
な
お
か
つ
、
『
本
際
経
』
の
作
者
が
、
『
諸
偽
要
集
経
』
の
様
な
本
際
思
想
に
着
目
し
た
理
由
を
考
え
る
な
ら
ば
、
『
諸
例
要
集
経
』
は
一
一
切
皆
空
町
立
場
を
貫
い
て
は
い
る
が
、
本
際
の
解
説
に
用
い
ら
れ
て
い
る
自
然
・
虚
無
な
ど
の
概
念
は
、
既
に
道
家
・
道
教
思
想
の
枠
組
の
中
に
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
本
際
に
根
拠
を
置
く
と
い
う
2
思
考
方
式
も
、
根
源
に
道
・
自
然
を
設
け
る
、
道
家
・
道
教
の
生
成
5
 論
の
図
式
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
。
『
本
際
経
』
の
作
者
が
、
こ
う
し
た
従
来
的
道
教
思
想
に
通
じ
る
表
現
を
も
っ
資
料
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
の
上
で
自
己
の
道
教
思
想
を
打
ち
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
本
際
に
対
す
る
否
定
的
同
長
に
よ
っ
て
、
本
際
概
念
の
輪
郭
を
弱
め
て
い
る
旧
訳
仏
典
よ
り
も
、
竺
法
認
に
代
表
さ
れ
る
例
に
着
目
し
た
こ
と
も
、
成
穏
と
領
け
る
の
で
あ
る
。
駐(l
)
「
至
如
本
際
五
巻
、
乃
是
附
道
士
劉
進
喜
造
、
道
土
李
仲
卿
続
成
一
巻
U
(
九
-
m
c
)
(
2
)
「
太
玄
民
一
本
際
経
識
図
品
第
一
一
、
・
蛮
行
品
!
道
性
品
、
君
子
目
、
如
前
所
列
法
門
名
字
、
並
倫
例
経
潟
其
偶
典
、
二
尋
検
、
部
部
括
窮
、
備
取
浬
焼
般
若
之
文
、
或
倫
法
華
維
摩
之
説
、
其
馬
町
制
盗
験
目
前
、
博
識
名
儒
、
戚
所
詳
究
、
未
迫
委
出
、
略
堺
其
大
旨
也
。
」
(
九
-
M
a
1
b
)
(
3
)
本
経
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
呉
其
呈
H
U
Z
E
E
p
m
(
E
2・
円
。
ロ
可
o
z
m
w
z
oロ巳
L
O
同
釦
問
。
o
r
o円
。
印
。
印
。
目
。
ロ
巴
E
G
E
P
H
O
R
)
)
、
鎌
田
茂
雄
『
中
国
側
教
思
想
史
研
究
』
(
春
秋
社
、
一
九
六
六
)
、
砂
山
稔
弓
太
玄
真
一
本
際
経
』
に
つ
い
て
i身
相
方
便
・
重
玄
を
中
心
に
」
(
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
的
探
究
』
、
創
文
社
、
一
九
八
三
一
)
、
同
「
本
際
経
剖
記
本
際
経
町
異
称
と
巻
九
十
町
連
続
問
題
に
つ
い
て
じ
(
『
東
方
宗
教
』
六
一
)
、
要
谷
邦
夫
「
南
北
朝
附
唐
道
教
義
学
管
窺
|
以
〈
道
教
義
福
V
為
抽
柑
索
」
(
『
日
本
学
者
論
中
国
哲
学
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
)
な
ど
が
あ
る
。
(
4
)
『
瓢
正
論
』
の
二
段
階
成
立
説
を
認
め
る
に
は
悦
重
を
要
す
る
が
、
現
存
の
『
本
際
経
』
は
同
質
性
に
欠
け
、
同
一
時
期
に
一
貫
し
た
視
野
の
下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
到
底
考
え
に
く
い
。
紙
帽
の
都
合
上
、
詳
論
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
現
存
十
巻
町
中
、
巻
二
九
は
比
較
的
後
代
的
成
立
の
も
の
、
巻
五
は
他
的
巻
と
は
性
質
が
大
き
〈
呉
な
る
も
の
、
巻
十
に
比
定
さ
れ
る
『
太
上
道
本
通
微
妙
経
巻
十
』
は
、
『
本
際
経
』
巻
十
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
巻
四
は
、
本
経
町
中
で
も
、
比
較
的
成
立
が
古
い
と
思
わ
れ
る
一
巻
で
あ
る
。
h
5
)
故
健
文
書
は
、
大
淵
忍
爾
『
敦
娘
道
経
』
固
録
細
(
稲
武
書
府
、
一
九
七
九
)
所
峨
の
も
の
を
用
い
、
行
数
番
号
も
同
氏
の
も
の
に
依
拠
し
た
。
(
6
)
道
性
は
本
品
で
「
一
切
衆
生
、
皆
服
得
悟
、
但
以
煩
倒
之
所
覆
蔽
、
不
得
額
了
、
有
理
存
帯
、
必
常
得
故
1
理
而
未
形
、
名
之
民
性
。
コ
一
世
天
尊
、
断
諸
結
留
、
永
不
生
故
、
真
資
額
現
、
即
名
道
果
。
呆
未
開
削
故
、
強
名
矯
困
U
(
L
m
i
L
m
)
と
、
得
悟
の
可
能
性
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
円
記
述
に
よ
れ
ば
、
在
継
位
向
法
身
で
あ
る
仏
教
の
如
来
臓
に
相
当
す
る
性
質
を
道
性
は
も
ち
、
無
漏
の
道
性
は
道
岡
市
と
称
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
悟
リ
の
可
能
性
と
し
て
道
果
と
区
別
さ
れ
る
場
合
同
道
性
と
、
L
聞
の
例
の
様
に
、
実
質
が
道
県
と
安
ら
な
い
場
合
と
が
あ
り
、
概
企
に
幅
が
あ
る
。
ま
た
、
万
物
一
円
根
源
と
し
て
の
自
然
と
結
び
つ
い
た
、
道
向
性
、
と
し
て
の
道
性
も
見
ら
れ
る
。
本
経
の
泣
性
に
つ
い
て
は
別
内
機
会
に
詳
論
し
た
い
。
(
7
)
澄
消
な
る
真
一
に
於
い
て
な
ぜ
初
一
念
が
生
じ
る
の
か
が
不
聞
に
付
さ
れ
て
い
る
の
も
、
或
は
、
常
に
初
一
念
を
生
じ
る
存
在
で
あ
る
現
実
の
衆
生
に
視
占
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
観
・
中
道
な
ど
に
吉
寂
の
影
間
甘
が
見
句
れ
る
の
に
も
か
か
わ
り
ず
、
吉
識
の
草
木
成
仏
思
想
の
影
響
は
本
経
に
は
見
り
れ
な
い
。
退
位
に
よ
っ
て
得
悟
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
が
衆
生
に
限
ら
れ
て
い
る
占
も
、
こ
れ
と
合
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
1
田)
(
8
)
本
経
は
、
陸
修
静
の
『
三
洞
経
書
目
録
』
に
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
、
梁
宋
文
明
町
『
霊
賀
経
目
』
に
そ
町
名
を
見
い
出
す
こ
と
か
ら
、
劉
宋
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
間
半
義
は
、
『
太
上
洞
玄
霊
寅
二
部
仰
授
儀
』
『
仰
授
三
洞
経
戒
法
篠
略
説
』
『
洞
民
太
上
紫
書
鋭
仰
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
、
『
道
教
義
桓
』
も
こ
れ
に
法
づ
い
て
両
半
義
を
設
け
て
い
る
。
尚
、
『
霊
山
貝
縫
目
』
に
つ
い
て
は
、
前
摘
、
大
淵
若
を
害
問
。
(
9
)
例
え
ば
、
『
周
品
』
弊
辞
伝
下
「
天
地
細
組
、
荷
物
化
醇
、
男
女
構
精
、
荷
物
化
生
日
な
ど
。
(
叩
)
『
三
洞
珠
義
』
巻
七
所
引
の
『
宋
文
明
霊
賀
雑
問
』
に
「
三
界
、
:
定
志
経
園
、
正
作
三
重
」
(
第
三
O
紙
)
と
あ
り
、
遅
く
と
も
梁
ま
で
に
は
、
本
経
に
こ
の
園
が
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
「
正
作
三
重
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
そ
れ
は
現
行
本
に
付
さ
れ
て
い
る
図
と
大
差
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ヲ@。
(
日
)
袈
谷
氏
は
前
拙
論
文
で
、
や
は
り
『
定
志
経
』
両
半
諮
問
道
教
思
想
史
に
於
け
る
重
要
性
を
述
べ
、
『
本
際
経
』
と
『
道
教
義
植
』
の
両
半
義
が
.
『
定
志
経
』
は
道
教
的
口
訣
向
性
質
を
持
つ
両
半
円
概
念
を
用
い
て
仏
教
教
義
を
述
べ
た
が
、
『
本
際
経
』
と
『
義
枢
』
は
仏
教
教
義
を
取
リ
入
れ
て
『
定
志
経
』
を
解
釈
し
た
、
し
か
し
、
『
本
際
経
』
が
『
定
志
経
』
の
両
半
・
五
義
な
ど
の
仏
教
教
理
を
用
い
た
だ
け
な
の
に
対
し
、
『
義
恒
』
は
仏
教
教
義
の
界
内
界
外
・
過
欲
別
欲
的
説
で
『
定
志
経
』
町
新
解
釈
を
行
っ
た
、
と
逃
い
が
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
(
三
O
三
頁
以
下
)
。
『
定
志
経
』
両
半
義
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
考
察
を
氏
は
行
っ
て
は
い
な
い
が
、
既
に
論
じ
た
如
〈
、
司
定
志
経
』
両
半
義
は
あ
く
ま
で
も
気
を
軸
と
す
る
生
成
論
で
あ
り
、
そ
の
枠
組
を
用
い
つ
つ
む
、
そ
れ
を
認
識
論
へ
と
転
じ
た
点
に
こ
そ
、
『
本
際
経
』
と
『
定
志
経
』
の
述
い
は
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
『
義
桓
』
の
両
半
義
も
、
『
定
志
経
』
の
枠
組
を
用
い
、
鼠
忽
と
四
染
町
両
半
が
重
層
的
世
界
を
輪
廻
す
る
と
し
つ
つ
も
、
鼠
認
を
頗
「本際」の思想(山53 
倒
と
し
て
町
初
一
念
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
は
、
『
本
際
経
』
と
合
致
す
る
。
こ
の
占
は
、
『
義
梅
』
は
『
本
際
経
』
町
説
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
‘ヲ
(
ロ
)
「
際
」
の
み
に
つ
い
て
言
え
は
、
『
荘
子
』
知
北
遊
縮
の
そ
れ
が
在
来
忠
恕
町
中
で
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
「
物
物
者
、
興
物
王
降
、
而
物
有
際
者
所
荷
物
際
者
也
、
不
際
之
際
、
際
之
不
際
者
也
、
謂
盈
虚
梨
殺
、
彼
掲
盈
虚
、
非
混
血
、
彼
刊
ロ
射
殺
、
非
哀
殺
、
彼
同
本
末
、
非
本
末
、
彼
得
税
欣
非
開
散
也
日
物
と
物
と
の
間
に
は
判
蛇
と
区
別
が
あ
る
が
、
物
を
物
た
ら
し
め
て
い
る
道
は
週
〈
物
に
行
き
波
っ
て
い
る
た
め
‘
物
と
道
と
の
問
に
は
区
別
が
な
い
。
寸
際
」
と
は
、
現
象
界
の
物
に
於
い
て
の
み
存
在
す
る
区
別
で
あ
り
、
道
に
於
い
て
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
。
相
対
性
を
否
定
す
る
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「
際
」
町
語
が
、
「
本
際
」
町
一
詩
的
成
立
の
背
封
に
は
在
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
(
日
)
こ
の
他
『
僻
説
如
来
興
駅
経
』
に
も
「
唯
菩
薩
能
事
、
週
布
於
一
一
切
、
無
本
如
無
本
、
寂
箕
無
二
恕
、
・
境
界
亦
如
慈
、
無
本
等
自
然
、
巴
脱
於
増
加
猶
如
斯
本
除
、
氏
本
際
無
際
、
本
際
無
所
造
、
無
造
能
自
然
、
本
碍
如
虚
空
、
無
垢
無
塵
労
U
(
小川
-
m
b
)
な
ど
同
様
に
見
り
れ
る
。
(
H
)
前
摘
、
鎌
田
着
、
D
唱。
(
日
)
「
復
次
、
色
等
諸
法
三
世
中
不
縛
不
解
、
如
般
三
世
中
説
日
(
五
・
刷
C
)
(
日
)
「
是
性
空
、
前
際
亦
是
性
空
、
後
際
亦
是
性
空
、
中
際
亦
是
性
空
日
(
九
回
拙
a}
(
げ
)
前
掲
、
央
著
、
九
。
(
向
山
)
『
本
際
経
』
の
広
義
の
本
際
が
、
衆
生
生
死
の
原
因
で
あ
る
畑
地
ま
で
も
含
む
、
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
原
因
を
意
味
す
る
と
い
う
点
で
、
『
中
阿
官
経
』
の
本
際
に
通
じ
る
側
面
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
(
凶
)
こ
の
他
、
北
涼
・
赴
無
識
訳
『
大
般
混
総
経
』
の
「
今
日
」
と
の
対
で
54 
用
い
ら
れ
て
い
る
「
前
際
」
と
同
義
的
「
本
際
L
的
例
(
m
h
・
柵
b
)
や、
元
説
・
菩
提
流
支
訳
『
入
拐
伽
経
』
に
於
け
る
、
究
極
を
意
味
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
衆
生
円
分
別
心
が
生
み
出
し
た
幻
影
に
す
ぎ
な
い
(
m
h
開
a)
と
す
る
例
な
ど
も
、
同
様
と
言
え
よ
う
。
(
初
)
『
経
子
識
者
』
第
六
(
民
園
七
二
年
)
所
収
の
厳
霊
峰
氏
の
輯
本
を
用
(
幻
)
成
玄
英
町
本
遺
論
に
つ
い
て
は
、
砂
山
稔
「
成
主
英
町
思
想
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
中
園
接
合
報
』
三
二
)
、
安
保
甘
邦
夫
「
唐
・
玄
宗
『
道
徳
其
経
』
注
疏
に
お
け
る
「
妙
本
L
に
つ
い
て
」
(
『
道
教
と
宗
教
文
化
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
)
を
参
照
。
(
泣
)
『
経
子
識
者
』
第
六
所
収
の
厳
震
峰
氏
の
斡
本
を
用
い
た
.
(
お
)
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
的
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
)
、
恥
。
(μ)
「
若
一
不
生
、
印
無
無
潟
、
若
有
人
言
我
詮
無
局
、
印
是
虚
妄
。
若
二
不
生
、
仰
無
有
潟
、
若
有
人
言
我
詮
有
馬
、
印
是
虚
妄
。
若
三
不
生
、
即
無
三
界
、
若
有
人
言
定
有
三
界
、
印
是
虚
妄
J
V
(
九
・
国
a
)
(
お
)
附
か
ら
初
唐
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
疑
経
、
『
究
党
大
悲
経
』
(
中
国
)
に
も
心
性
本
際
的
誌
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
生
み
出
し
、
そ
の
現
象
の
根
底
に
あ
る
、
唯
一
不
二
円
心
性
を
本
際
と
祢
し
て
お
り
、
本
際
に
秘
極
的
意
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
道
教
思
想
の
影
響
が
濃
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
究
党
大
悲
経
』
の
性
質
は
‘
こ
う
し
た
本
際
的
意
義
付
け
に
も
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、
『
究
党
大
悲
縫
』
に
つ
い
て
は
、
註
(
3
)
鎌
田
著
、
及
び
、
木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
(
春
秋
社
、
一
九
七
七
)
を
参
問
。
